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第 2 章では相模湾真鶴港における 3 年間の現場観測を行った。水温、餌濃度、ノープリウス幼
生の個体数および炭素重量は調査期間を通して変動し、成体の種組成においては Acartia steueri
が最も優占し、春季には Acartia 属ノープリウス幼生が、夏季および秋季には Cyclopoida ノープリ
ウス幼生が優占した。 
第 3 章では新規に割断器を開発して Acartia 属ノープリウス幼生へ応用し、消化管内容物を走査
型電子顕微鏡で観察した。各種生物群が検出され、餌：捕食者サイズ比は 0.3-6.5%であった。A. 
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要旨 
 
審査委員 3 名により、学位論文の内容および関連する分野に関して口頭で試問を行った。そ
の結果、申請者が博士（工学）として十分な学力と研究能力を有するものと判定された。 
よって、審査委員会は最終試験の結果を合格と認定した。 
 
